
　昨年 8 月に、市民や事業者の男女共同参画に関する意識や現状を把握し、今後の取り組みの参考とすることを目的
に調査を行いました。その中から主な結果をお知らせいたします。ご協力いただき、ありがとうございました。

「男女共同参画に関する市民・事業者意識調査」結果のお知らせ（第２回）

「ワーク・ライフ・バランス」とは？
　老若男女誰もが、自ら希望する
あり方で、仕事と家庭などさまざ
まな活動をバランスよくできるこ
と。仕事と生活の調和。

　毎年 6 月23日からの １ 週間は国が定める「男
女共同参画週間」です。
　市では、男女共同参画についての理解を深め、
考えるきっかけとするため、啓発パネル展を実
施します。
期間　 6 月19日㈪～23日㈮
会場　市役所 1 階市民ホール
　
お問合せ　市民・男女共同参画課　☎21-3470

Ｑ　「ワーク・ライフ・バランス」を実現できていると思いますか？

　防災を通じて世代・性別を超えた人と地域をつなげ
ることを目的に、防災に関するリーダーを養成します。
講座は全 4 講座です。

日時・会場・内容
① 7 月 1 日㈯　午後 1 時半～ 4 時・中央図書館
　「災害時のトイレ対策について」
講師　加藤　篤氏（NPO法人日本トイレ研究所代表理事）
② 7 月 8 日㈯　午後 1 時半～ 4 時・中央図書館
　「家族の笑顔を守りたい 自然災害から命を守る」
講師　あんどうりす氏（アウトドア流防災ガイド）
③ 8 月26日㈯　午前10時～正午・サン・リフレ函館
　「HUG（避難所運営ゲーム）」
講師　池田　誠氏（北海道国際交流センター事務局長）
④ 8 月26日㈯　午後 1 時半～ 4 時・サン・リフレ函館
　「東日本大震災・熊本地震等の教訓に学ぶこれからの
　防災対策」
講師　浅野　幸子氏（減災と男女共同参画研修推進セン
　ター共同代表）
対象　市民
費用　各回500円（資料代）
お申込み・問合せ　電話またはFAXで、函館市女性
　会議（☎　 46-3762）へ。

　講師派遣を希望するグループを対象に、屋内で手軽
にできるダンボールを使ったコンポストと堆肥の作り
方やポイントを説明するための講師を派遣します。

対象　市内に居住している方でおおむね10人以上の
　グループ
費用　講師料は無料ですが、会場の利用料がかかる場
　合はグループに負担していただきます。
開催日時　原則として平日の午前10時～午後 4 時の
　時間帯で90分以内とします。
開催場所　申込みされたグループが用意した会場
講師　柿﨑　陽子氏（はこだて魚の会代表）
お申込み　開催予定日の 1 か月前までに、電話、ＦＡＸ、
　電子メールで、件名「堆肥づくり出張講座（講師派遣）
　申込」、団体名・代表者氏名・電話番号を明記し、
　環境推進課（☎51-0798　 51-3498
　　 kankyoh-suishin@city.hakodate.hokkaido.jp）へ。
※　年間派遣回数の関係でお断りする場合があります。

ダンボール箱を利用した生ごみ堆肥づくり
講師を派遣します

災害を乗り越える知恵と力を
つける女性防災講座

Ａ　『実現できていると思う』 男性20.6%・女性22.9%
　　『実現できていないと思う』 男性46.0%・女性37.3%
　　『どちらともいえない』 男性31.3%・女性38.2%

Ｑ　『実現できていない理由』は
　　何だと思いますか？
Ａ

男女共同参画パネル展
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